
 

共同通信の斉藤友彦氏や朝日新聞の千葉雄高氏より、小生と DHC が提訴している澤藤

被告がブログや記者会見でスラップ訴訟云々と主張している件に関して見解を伺いた

いとのことなので、取材に応じる代わりに本紙面で私の見解を述べることにいたします。 

そもそも私が渡辺元議員を支援したのは当時官僚改革に最も真摯に取り組んでいた彼

の姿を見て陰から支えてあげたいと思ったからであり、それ以外の何もありません。私

は官僚改革こそが日本再生の必須の課題であると今も思っています。澤藤被告が「𠮷田

嘉明が自分の儲けのために、尻尾を振ってくる矜持のない政治家を金で買った」とか「大

金持ちが更なる利潤を追求するために、行政の規制緩和を求めて政治家に金を出した」

とか、その他諸々の悪口雑言をインターネットに並べ立て小生を悪罵していたために提

訴したわけですが、そのどこがスラップ訴訟なのでしょうか。事実無根の、全く根拠の

ない嘘でたらめを、しかも悪意を持って世間に広言されたら誰もが怒りに震えるのは当

然のことでしょう。渡辺氏のことを矜持のない政治家だと贅言していますが、無名の弁

護士が売名のために騒ぎまくっている行為こそが矜持のない醜態だといえるのではな

いでしょうか。渡辺氏は検察の最終判断ですべてが不起訴となり、一連の騒動はすべて

終了しました。今は浪人中ですが依然として国が必要とする類い稀な政治家であること

に変わりはありません。それを虚名の三百代言ごときに矜持がないなどとは言われたく

はありません。格が違います。「行政の規制緩和を求めて政治家に金を出した」などと

妄言していますが、小生がただの一度でも当時の渡辺議員に行政への橋渡しを依頼した

ことがあるのか、直接渡辺氏なり、厚労省の担当官に尋ねてみればわかることです。澤

藤被告は訴訟の書面やブログで、この裁判は、裁判の勝敗よりも相手を委縮させ、言論

を封じることを目的としたスラップ訴訟であり、訴権を乱用していると主張しています。

渡辺騒動の後、澤藤被告始め数十名の反日の徒より、小生および会社に対する事実無根

の誹謗中傷をインターネットに書き散らかされました。当社の顧問弁護士等とともに、

どのケースなら確実に勝訴の見込みがあるかを慎重に熟慮検討した上で、特に悪辣な十

件ほどを選んで提訴したものです。専門の顧問弁護士が確実に勝てると思って行ったこ

とです。やみくもに誰も彼もと提訴したわけではありません。それに提訴後、澤藤被告

の言論を封じたどころか、彼は連日のごとく悪口雑言をブログに書きまくっているでは

ありませんか。全く萎縮などしていません。 

そもそもスラップ訴訟の意味すら分かっていません。拡大解釈も甚だしい。SLAPP と

 



は Strategic Lawsuit Against Public Participation の略で「社会参加を邪魔するため

の戦略的訴訟」ということですが、今回の訴訟のどこが被告の社会参加を邪魔している

のか、どこが戦略的なのか笑ってしまいます。 

名誉棄損の裁判を起こすのは驚くほどの金銭を要し、普通の人はお金のことを考えただ

けで身を引いてしまいます。泣き寝入りをしている人がほとんどです。メディアはスラ

ップ訴訟を云々するより、むしろ、善良な人たちの泣き寝入りをいいことに嘘、悪口の

言いたい放題が許されている現状こそ問題にすべきです。インターネットの醜さはどう

でしょうか。人間生活を完全に壊しています。朝日新聞は何十年にもわたって嘘を書き

続け、世界に向かって日本及び日本人を貶めたことをお忘れでしょうか。共同通信も最

近では朝日に劣らず反日メディアなのではと危惧され始めています。どこの国の人かわ

からないような似非日本人が跳梁跋扈している世の中、そして嘘、悪口の言いたい放題

が許されている世の中には私は断固反対します。嘘つきは信用できません。 
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